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2月27口 、第16回 埼 工 県 スポ ー ツ少年団 バ ドミン ト

ン(ダ ブ ル ス)大 会(主 催:尉.埼 玉 県体育 協.会埼玉

県 スポーツ少 年[寸卜 埼.玉県教 育委員 会 、主管:埼 玉 県

スポ ー ツ少年 団バ ドミン トン部会 、 後援:埼 土 県 バ ド

ミン トン協 会 ・埼 玉 県小学 生バ ドミン トン連 盟)が 、

蓮田 市 総合市 民体育館(ハ ル シー)で 開催 され ま した、

県内か ら28チ ー ム 、200余 名 の選 手 が 参加 して 、12

ブロ ックに分 かれ 、 ブ ロ ックご とに リーグ戦 、決勝 ト

ーナ メ ン トを 行い ました、

この大会 は、6年 生 を対 象 に毎年 この時期 に開催 さ

れて い るもの で、6年 生の参加 者全 員に メ ダル が授与

され ました,各 ブ ロッ クの 入賞 者 は次 の とお りです,

(一部 団名を省 略)

〈Aブ ロ ック 〉.工酒井 ・小 林(シ.ヤ トラー.ズ)2吾

妻 ・重 松(シ ャ トラーズ)〈Bブ ロック 〉 工窪 田 ・

岡本(蓮 田 サ ウスシ ャ トラー ズ)2後 藤 ・山崎(所 沢

ジュ ニア)〈Cブ ロッ ク〉 工長 沼 ・野 本栞(加 須 ス

踊
罰

タ ー ズ)2桶 田 ・平 田(蓮 田 サ ウ ス シ ャ ト ラ ー ズ)

〈Dブ ロ ッ ク 〉 工 小 川 ・横 山(ジ ュ ニ ア ス マ ッ シ ュ)

2眞 木 ・金 井(嵐 山 ジ ュ ニ ア)〈Eブ ロ ッ ク 〉.工高

崎 和 ・小 松(都 幾 川 シ ヤ トル ズ)2小 椋 ・堀 越(ア ッ

プ ル ズ 〉 〈Fブ ロ ッ ク 〉.工 出 井 ・中 村(幸 手 白 翔)

2土 屋 ・吉 田(行 田 バ ド ミ ン ト ン)〈Gブ ロ ッ ク 〉

工 高 崎 麻 ・山 口(都 幾 川 シ ヤ ト ル ズ 〉 ② 関 根 ・金 城

(太 田 ホ ワ イ ト)31野 本 晃 ・柿 沼(加 須 ス タ ー ズ)

〈Hブ ロ ッ ク 〉 工 持 出 ・岡 野(都 幾 川 シ ャ トル ズ)②

篠 原 ・木 島(シ ャ ト ラ ー ズ)3吉 水 ・昆(庄 和 シ ャ ト

ル ズ)〈1ブ ロ ッ ク 〉 工 染 野 ・小 林(行 田 バ ド ミ ン

ト ン)2:鳥 松 ・立 花(入 間 ス ポ 少)〈Jブ ロ ッ ク 〉

工 井 上 ・古 川(川]朝 日 バ ド ミ ン トン)2山rlr奇 ・赤 坂

(小 川 ド リ ー ム)〈Kブ ロ ッ ク 〉.工 内 沼 ・季卯澤i(ホ

ワ イ トエ ン ジ ェ ル ス)2黒 鳥 ・萩 原(川 口 朝 日 バ ド ミ

ンi・ ン 〉 〈Lブ ロ ッ ク 〉.工堀 井 ・市 川(都 幾 川 シ ャ

トル ズ)2小 林 由 ・貫 井(日 里 シ ャ トル)

"
昌

=藺
団

回



(2>第23号 埼玉県スポーツ少年団だより 2010(平 肥2)年3月20目

2月110(祝)、 第27回 埼 玉 県 スポ ーツ 少年団駅1云

競走 大 会(主 催:埼 玉 県教.育委 員会 ・尉:埼 玉 県体育

協 会埼玉 県 スポ ー ツ少年団 、 主管:朝 霞市 スポー ツ少

年 団 、後援:朝 霞.市教育委 員会 ・朝 霞市体育 協会 ・朝

霞市 陸上競技 協会 、協 力:朝 霞地 区交 通安 全協 会朝霞

支部)が 、朝霞 市 中央 公園陸 上競 技場 周辺 コー スで開

催 されま した,

寒 さが厳 しく、雨が心配 され た天 気で したが 、女子

31チ ー ム、男子48チ ー ムが参 加 しました 、優勝 は男女

とも ファイ トマ ラソンチーム(川 越 市)で したが 、女

子 で は ミニバ ス ケッ ト、男子 ではサ ッカーの上位 入賞

が 目立 ち ました、

〈女 子の部 〉(一 部 団名を省略)

エ フ ァイ トマ ラ ソン2:大 和 田 ミニバ ス ②柏葉 バ ス

ケッ ト 〔L東松山陸 上 ⑤上尾芝川 ミニバ ス ⑥新座

新 開.£ 高 麗川 フェ ニ ッ ク ス:8鶴 ヶ島南 ミニ バ ス

(以下 着順)志 木 チェ リー ズ ミニバ.ス ・東川 口女子 ミ

ニ バ ス ・高萩 エ ンジ ェル ス ・越生 エ ン ドレ ス ミニバ

ス ・さしま ミニバ ス ・石神 ・吉 見西 ウ イング ス ・朝霞

台 ユニオ ンズ ・小川 町陸 上競 技 ・SC和 光ベ レー ザ ・

朝霞 サンズ ・芝 ・朝霞 フ レン ドリーズ ・高萩 北 チェ リ

一 ズ ・ジ ュベ ニ ー ル 白 岡 ・伊 草 ジ ュ ニ ァ バ レ ー ・西 少

女 ソ フ ト ・朝 霞 ジ ュ ニ ア バ レ ー ・志 木 バ ー ズ ・久 喜 フ

レ ン ズ ・太 陽 フ ェニ ッ ク ス ・JACア サ カ ・常 盤

く 男 子 の 部 〉(一 部 団 名 を省 略)

.エフ
ァ イ トマ ラ ソ ン2戸 塚 フ ッ トボ ー ル31尾 山 台

.イレ ブ ン .工FC宗 岡 ◎ ジ ュ ベ ニ ー ル 白 岡 ⑥ 吉 見

西 ウ イ ン グ ス.ヱ.青 葉 エ ン ゼ ル ス8若 松 キ ッ カ ー ズ

(以 下 着 順)新 座 た け しの キ ッ カ ー ズ ・北 本 キ ッ カ ー

ズ ・朝 霞 い ず み ・新 座 新 開 ・ レ ッ ツ ド ラ ゴ ン サ ッ カ

ー ・.大和 田 ミ ニ バ ス ・ レ ッツ ア サ カ サ ッ カ ー ・白 岡 ボ

ー イ ズ ・朝 志 ケ丘 サ ッ カ ー ・東 松 山 陸 上 競 技 ・青 木 巾

央 少 年 サ ッ カ ー ・FCコ ス モ ス ・柏 葉 バ ス ケ ッ ト ・ア

ズ マ フ ッ トボ ー ル ・新 座 ス カ.イ フ ァ イ タ ー ズ ・大 利 根

サ ッ カ ー 伸 月霞 栄 ・太1場 フ ェ ニ ッ ク ス ・伊 草 ・鳩 ヶ谷

キ ッ カ ー ズ ・朝 霞 台 ユ ニ オ ン ズ ・久 喜 レ イ ン ボ ー ズ ・

志 木 チ ェ リー ズ ミニ バ ス ・志 木 ニ ュ ー タ ウ ン ズ ・朝 霞

サ ン ズ ・横 瀬 武 甲 ・黒 須 ド ル フ ィ ン ズ ・三 室 ホ ー ク

ス ・加 茂 川 ワ イ ル ド ダ ッ ク ス ・香 日向 ベ ァ ー ズ ・芝 ・

志 木 バ ー ズ ・小 川 町 陸 上 競 技 ・加 須 東 少 年 野 球 ・高 麗

川 フ ェ ニ ッ ク ス ・JACア サ カ ・FC和 光 キ ッ カ ー ズ ・

三 原FC・KOBATて)サ ッ カ ー ・常 盤

22年度から全市町村本部で指導者の再研修受講管理システム導入へ
一 実施開始は7月 から一

指導 者の 資質向上 を目 的に、 県本 部で は市町村 本

部 の協力 を 得て認 定 員の 資格取 得研 修会 を実施 す る

一方 、既 に 資格 を 保有す る指 導者 に あって は再研 修

を受 講 して いただ き、よ り一層の 指導力 ア ッフ=を図

りた いと考 えてい ます=

その ため 、22年 度 から再 研fr多を受講 された指導者

と、 まだ受講 され てない指 導者 を把握す るため 、市

町村 本部で の受講 管理 シ ステ ムを導 入す る こ とと し

ました、(3月4日 開催の 県本部員 会にて 決定)

〈受 講管理の 概要>

1,実 施開 始は7月 か ら,(6月 中 に管 理 シス テム

の フォーマ ッ トを県本 部 か ら市 町村本部 へ送 付 し

ます)

2,実 施 に当た って は、市 町村本部 の態 勢 など を考

慮 し、義務 的で はな く、で きる限 り取 り組 んで も

ら う こととし ました=

3,県 本部 で は、事 業 のPRに 努 め 、市 町村 本 部 の

理解 と協力 を お願い し ます=

4,現 在 補助事 業 と して実施 してい る認 定 員指導者

の研 修会開 催要 綱 を改 定 し、再研 修 を含 めて事業

数の 拡 大を図 ります,

具 体 的には 、工補 助 金額 を3万 円 と します,2

事業 数 をこ れ まで の14か ら25に 拡 大 します=3研

修時 間数 を4時 間 とし ます 、

*参 考:21年 度 県内指導 者数 と有 資格者 資格保有 数

指導 者数:18,339人

内有 資格者 資格保有数:10,985人

資格 保有率:59.9%(全 国10位)

各市 町村本 部及び 関係 者 ご理 解 とご協力 を お願い

しま す,
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埼玉禦 スポーツ少年団 種目別 大会結果(一 部団名を省略〉

第28回 夏 季小学生 軟式野球 交流大 会

優勝:美 谷本 ファイターズ(戸 田市)準 優 勝:中 丸

ブ レーブス(北 本 市)3位:浦 和 ハ ワーズ(さ い た

ま市)・ 秩 父 ドリー ム ズ(秩 父市)

第34回 小 学生軟式 野球交流 大会

優勝:富 士 見 コン ドル ズ(上 尾市)準 優 勝:中 尾 ラ

イ ガー ス(さ い た ま市)3位:大 東 スボー ツク ラブ

(川越 市)・ 南 浦和 ア タ ックス(さ い た ま市)

第32回 中 学生軟式 野球交流 大会

優勝:戸 田 ク ラブ(戸 国市 〉 準優 勝:羽 生 東 クラブ

(羽 生 市)3位:彩 野 ベ ー スボ ール ク ラブ(白 岡

町 〉 ・埼 玉 ジャィ ァ ンッ(東 秩 父 村)

第28回 ミ ニバスケ ッ トボー ル交流 大会

く男 子 〉優勝:川 越 エ ルフ(川 越 市)準 優 勝:新 座

新開(新 座 市)3位:鳩 ヶ谷桜(鳩 ヶ谷市)4位:

上里 ミニバ ス ケッ トボ ール(上 里 町)

〈女 子 〉優勝:川[じ りんMBC(川[市)準 優 勝:

与野 南 女子 ミニバ ス ケ ッ トボ ール(さ い た ま市)3

位:児 玉 ミニ バス ケッ トボー ル(本 庄市)4位:吉

見西 ウ イング ス(吉 見 町)

第32回 ソ フ トボー ル 中央大 会

く男 子 〉優勝:太 陽 フ ェニ ッ クス 準 優勝:仲 本 ソフ

トボ ール3位:大 東 ソフ トボール ・おかベ ソフ トボ

ー ル

〈女子 〉優勝:鶴 ヶ島 レッドファイターズ 準優勝:

水富 セネター ス3位:蓄 義 ヤングエ ンジェルス ・川

本女 子ソフ トボール

第25回 空手道交流大会

【形競技】

小学生男子 〈/年 〉エ鈴木 蓮2金 田 緑3阿 部

倖地 ・大塚 輝 〈2年 〉 工瀬山 翼2宮 崎悠叶

3佐 藤龍真 ・佐藤大希 〈3年 〉〔〔矢[陸2:塩 原

明機 豊林慧人 ・佐藤慶吾 〈4年 〉工大美 賀裕 山

2越 智湧也3河 原啓志 ・梶 本玲央 〈5年 〉工釜賀

永介2:上 篠 海3:本 多 蓮 ・塩原尚樹 〈6年 〉

工藤本大輝2川 添聖太3藤 原幸大 ・鈴木結也

小学生女子 〈1年 〉工矢 口歌子 ②竹下穂香3小 林

未空 ・山出梨央<2年>丁 小島夢姫2:河 出あんな

3河 原悠那 ・石井聖南 〈3年 〉工上野彩果2大 江

乃々夏3古 田萌笑 ・高井友輝 く4年 〉〔L竹下綾香

2小 林真中3小 熊莉 奈 ・塚 本 楓 〈5年 〉工松島

美桜2平 原理了一31日 方菜 々海 ・伊藤いぶ き<6

年〉 工小林美 帆2:佐 藤柚奈3武 居 怜 ・岸田宥乃

中学生男子 工西岡矩毅21稲 見研 人3三 塚彗司 ・

小熊章太郎

中学 生女子 工荻原姫桜2沼 生 由希31我 妻萌 乃

花 ・上野飛鳥里

【組手競技】

小学生男子〈3年 〉工相 原佳登 ②矢口 陸3河 野

直稀 ・神成 広夢 〈4年 〉工河原啓志2倉 持功喜

②片山 涼 ・後藤颯斗 〈5年 〉工須 田魁英2釜 賀

永介3柳 岡亮太 ・小松崎勇人 〈6年 〉工小島雅.也

2阿 部大輝3嶋 崎真 也 ・長島奨馬

小学生女子〈3年 〉コ〕池 内青海2黒 田茉莉了3坂

本稀捺 ・向山怜那 〈4年 〉工安部哺美2石 井梨玖

3竹 下綾香 ・成宮光咲 〈5年 〉工伊藤いぶ き21森

川茉帆3平 原理子 ・中井成美〈6年 〉工野寺 未愛

2古 澤あゆみ3今 野萌香 ・渡辺.ヒ花

中学生男子 工二塚彗 司2:湯 円夏輝31横 須賀是

槻 ・森 功武

中学生女子 工高橋夏樹2広 村彩希3堀 川 ひか

る ・吉澤夏菜

第31回 柔道親善大会

【小学生】

男子〈1年 〉工高橋大知2:大 館 京悟3浅1刮 幹大 ・

齋藤晴紀 く2年 〉工大久保大和2:高 橋 翼3:手

島龍人 ・阿部颯太 〈3年 〉工上原吉華2白 川真生

3高 野武蔵 ・早川 翔 〈4年 〉工岡安智弘2阿 部

竜弥3千 葉武謙 ・安齋 諒 く5年 〉工村出彪雅

2神 村拓生3齋 藤諒太 ・平野陸哉 〈6年 〉工池田

博紀2萩 原修平3嶋 出明義 ・小林正寛

女子〈1年 〉 工深井 ことね2藤 沼咲南3関 谷怜

南 ・大熊千尋 〈2年 〉工高橋桃 了2:金 出望亜3:

西木美優 ・大谷彩実 〈3年 〉工円代 渚2rh岸 莉

那花 窒昼 間咲良 ・黒澤心華 〈4年 〉〔L小林恵子

2鈴 木里佳子31小 林 礼奈 ・増子渚紗 〈5年 〉エ小

林友佳2:大 谷麻稀3磯 西美来 ・伊東明日香<6

年 〉τ嶺井美穂2高 橋 唯3内 村光里 ・金内夢路

【中学生】

男子〈1年 〉工土方啓太2小 林高.也3島 村大太 ・

杉田敏 也 〈2年 〉工村田健吾2菅 原 祥31石 原

龍 ・古田航大 〈3年 〉工高橋洗平2栗 国 柊3

佐藤幸一郎 ・十屋和雄

女子〈1年 〉工滝 澤美咲2成 出優佳3:咋 出紅葉 ・

嶋田 遥 〈2年 〉工杉田綾音2栗 原舞子3今 泉

里紗 ・今野瑞紀 〈3年 〉〔L小田彩花2:小 池 莉奈

3伊 東麗華 ・庄司佳奈子

【団体 】

〈男子〉工八潮柔道講武館2:加 須市柔道連盟3男

会柔道 クラブ 〈女子 〉工三郷少年柔道 クラブ2男

尖柔道 クラブ31男 裏柔道育成会 〈総合〉工三郷少

年柔道 クラブ2:加 須巾柔道連盟3:八 潮柔道講武館
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〔地区別実施状況〕

2」年 虜プ 」コツク本部暴皇講
～40市 町から64人が出席～

平成21年 度ブロック本部長会議が東西南北の各地区で開催

され ました(実 施期日及び会場は別記参照)。 各会議には合

計で26市14町 から64人が出席 し、地±或におけるスポーツ少年

団の運営に関するさまざ まな取 り組み状況が報告ざれたほ

か、団員の減少や指導者不足 、市町村合併への対応、新型イ

ンフルエ ンザ感染拡大による各種事業への影響等々、現在ス

ポーツ少年団活動を取り巻 く種々の問題 ・課題に対する対応

策や意見 ・提案など活発な意見交換が行わ れましたので、そ

の概要についてお知らせ します。

〔ブロック別の意見交換の概要〕

■東部■■■

*指 導者の中には、自分の子 どもがいる閤は一生懸命活動に

参力口し、中学生になって しまうと一緒に活動をやめてしま

う。指導者登録は引き続き行 っている人もいるが、実際の

登録者数に出べ 、実動者が少ないという現状がある。また、

団員につ いては、親が団に入れたがらない状況と、親が入

れたくても子供がやりたがらない状況が発生 して いる。

*平 成22年3月 に合併するが、未だ合併につ いての話 し合い

がない。それに伴 い、施設の確保など、課題や不安が募る

ばかりである。こうした場合、だれが中心にな り話 し合 う

べきなのか、それすらも分からずにいる。

*平 成22年3月 に合併する。未だ合併につ いての話 し合いが

なされていないが 、種目間では、話 し合いをしてい る。

*平 成22年3月 に合併する。当初、市の合併に合わせてスポ

ーツ少年団も合併する予定で計画 していたが、新市の予算

編成が新市長 ・新議会の選出後となることから、スポーツ

少年団の合併は11月 を予定 している 。

*団 員は減少 している。指導者 、特にサ ッカーの認定員保有

率が低い。対策として他種目のように、大会要項に 「スボ

少県大会ヘ エン トリーす る指導者は認定員 を保有す るこ

と」と明記 してもらいたい。大型マンションが建設され人

口増 になり、総合体育館等でスポーツ少年団のPR活 動を

実施中。実施事業 をマスコミに情報提供をするなど、団員

拡充策を展開 して いる。

*各 種巨とも年間をとお して、大会や試合が多いことから市

本部事業が少ない。その中で 、毎年市内のクリーン作戦を

実施 して いるがなかなか好評。少年団と しては、健康スポ

ーツフェスタ等の市主催事業へ積極的に参加 して いる。

*団 員は微増。指導者は増加 しており認定員保有率は80%に

達 してい る。中学生団員の拡充策として町内中学校長会と

話 し合いを行って いる。リーダーは40人 。

*平 成22年3月 に合併する。登録団員の減少が続いていたた

め、アンケー ト調査を実施 した。検討の結果、子どもの居

場所づくり事業 〔町が実施)に4月 か ら参入することを計
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画 していたが、合併後、どうなるかは未定。

■西部■■■

*こ こ1〔庫 ほどで、市内の児童数が約1.000人 減少。団員は、

最近数年は登録数が安定 しているが、山間部で は減少 して

いる。団員募集等に関しては、P剛 じ フレッ トの作成や 、

広報誌を発刊している。指導者については、有資格者率向

上を目指 し、毎年認定員養成講習会を開催している。また、

有資格者率の向上だけで はなく、資質 向上も視野に入れ 、

各種講習会を実施。

*本 年度、単位団1団(ラ グビー)増 。日独同時交流の受入

事業を実施 した際、受入れに協力をしてくれたリーダーが、

派遣資格がないため翌年の同事業で派遣 をしてもらえな か

った。受入れ事業を実施した市からの推薦者は優先的に派

遣 してもらいたい。

*少 年団のPR方 法 を市本部で検討 中。少年団のPRも 含め、

団員増加策をはじめ活動の充実のために は、地域 ・家族 ・

学校との連携はとても必要だと考える。

*団 員数は減少 して いる。団員募集に関してのPRは 、ホー

ムページを活用 している。 しか しながら、父兄(保 護者)

が持っているスポ少へのイメージで入団 したがらない(で

きない)子 どももいるようである。

*団 員については、数年来、毎年]割 ずつ減少が続いていた

がヨ乍年度より、若干の増力口傾向が見られる。また 、新型イ

ンフルエンザの影響によ り、国際交流事業(韓 国)が 相手

方からの要望により中止された。

*団 員は減少傾向。本部長が教育長ということもあり、団員

募集をはじめ、市内各小学校へのPRに 協力 してもらって

いる。

*ス ポ少への入団に関し、町内学校と意見交換を実施。その

結果、親の都合で入団できない子や、保護者が持っている

スボ少へのイメージ(競 技の過熱化)で 入団で きない子が

いるということを本部と して認識 している。また 、「子ど

もをスポーツ好きにさせる」ことを具現化させるべく、本

部で検討を開始した。特に女子の力口入率が少ないので、そ

の点も検討中である。

*町 の力口入率 としては悪くはない。本部長 が教育長とい う

こともあり、団員募集に関し、各学校 に協力しても らっ

ている。継続ができない団が出てきている。特に競技 に関

し過熱ヨ勺であった団の継続が困難になり、活動を楽 しむ団

は団員が増加傾向にある。こういった状況を見ると 、やは

り指導者の資質向上が必要であると思う。
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*団 員の減少については 、親の方針 によりスポーツより勉強

ということで学習塾等へ は積極的に通わぜているが 、スボ

少は、巨身(親)も 駆り出 されるということで力口入させた

がらない。競技の過熱化については、ルールを度外視 した

行為は問題であるが 、ルールに乗っ取ったうえ での行為は

大きな問題ではないと思う。子どもたちは負ければ侮 しく、

うまくなろうとい う向上心が芽生え、その結果練習(活 動)

が活性化されればよいと思う。

*親 の都合で力口入 しない子 どもだけではな く、現在はスポー

ツをやりたがらない子どもが増えてきて いる 〔子どもの ス

ポーツ離れ)。 剣道では、以前は団体戦が5人 で実施 してい

たが、団員の減少 に対応 し3人で団体戦 を行っている。し

かしながら現在は、3人 でも団体を組めない状況が出て き

ている。:団員の減少 については、増加策を講ずるよりも、

まずは.指 導者各々の意識改革が大事で、その環境 づくり

を推進していくべきであると思われる。

■南部■■■

*合 併をして数三たつが 、当時あった問題も時が解決 してく

れた。市の人口が増加 しているが、このことが、今後どの

ように影響してくるか注視 している状況である。

*市 本部事業は、インフルエンザの影響を考慮 しスーパー ド

ッジボール ・駅伝大会等 を中止 した 。認定員養成講習会は

毎年実施 しているが 、今後育成員の養成が課題 である。市

の少年サ ッカー連盟との兼合いなどで 、施設の確保が問題

になっている。

*団 員数の減少への対応策 として、広報活動 は実施 している

が成果は表れない。母集 団研修は年2回 開催 し、その うち

の]回 は指導者を含む合 同研修で実施 している。施設面で

は学校開放を利月 してい るが、学校行事 や他団体との重複

などで確俣が難 しい。インフルエンザの影響を考慮 して市

本部事業(親 子レク大会)を 中止 した。

*少 子化の影響もあるが 、指導者も不足 している。他市町に

おいては、野球登録団が多くあるが 、学重野球 との兼合い

はどうなっているのか?

*増 加策 ・PRに つ いては単位団 ことに各小学校ヘチラシ配

布などの対応を行ってい る。今年度は駅伝大会要項を記布

済みである。

*加 入率20%が 目標。少子化にも かかわらず、団員が増加 し

ている団があるので 、研究 して いる。市本部と しては広報

誌を年廻 発行。母集団研修をとお して増加策を検討中。

*学 童野球が盛んであるが 、スポーツ少年団には未登録とな

っている。東京 隣接地域で、特に団員の減少傾 向にあ る。

増加策としてはロコミを中心に行っている。

*市 の人口が増加 している。団員は微増。中学生団員の拡充

については父兄 ・顧問 ・校長 ・市本部長 との話 し合いを持

ち、中学生団 を新規登録 した。話 し合いのきっかけは、父

兄からの要望であった。母集団の充実 ・強化が課題となっ

ている。

*市 本部内に4つ の専門委員会(総 務 ・研修 ・行事 ・広報)

を設置 している。団員の±曽加策については中学生団員の拡

充を検討 している。また、複合団のほうが子供たち に魅力

をPRで きるのではないかという意見があることから研究

を進めて いる。母集団の充実や指導者への報酬について検

討 している。

*県 本部登録締め切り後、団員 が増加 し、11月 現在で2 .000

人 を超える状況であ る。市本部では指導者の有資格者率

80%を 目標に毎年、指導者養成講習会を開催。他県(長 野

県岡谷市)と の交流事業が5年 ふ りに復活した。指導者の

資質 向上策としては認定員再研修 を市本部から5年 に一度

受講するよう各指導者に呼び掛け実施 している。

*団 は、1団 減少 。現在団員が多い大規模団を分割 して団員

の活動を充実させ ようとしたが、分割が困難な状況 にある。

市の施設整備が進行中である。

■ヨヒ音5■■■

*20年 以上継続 している団では現在、団員が成人 して指導者

として戻ってきて活動 している。

*例 年、団員が10人 ～20人 減少している。対策と しては教育

委員会や町内校長会に協力要請を行っている。

*人[の 多 い所 〔大都市)の 減少率が多いのではないかと推

員される。その理由を調査 ・分析しなければ団員の増加に

は結びつ かないのではないかと考えている。市では 「川渕

三郎塾」を開講 している。あらゆる面からスポーツ を普及

し、市の掲げている 「市民一人一スポーツ」の実現に向け

て展開ヰである。

*既 存の団では、お兄さん ・お姉さんと一緒に幼稚園児が活

動場所に来ている。この子どもたちを取り込む方法を模索

中。中学生団員の拡充については部活動との兼合いなどを

検討ヰ。指導者の養成のた め町の予算を要求中である。

*田「の施策に 「子 ども重視」 「若者の定住政策」等があ り、

予算が充実 している。指導者 〔認定員保有者64人)に 対し、

田rから年間15=〔00円の謝礼。中学校の外部指導者へ少年団

から3種 目について協力 している。4種 目の種目別交流大会

(招待試合含む)へ 、1種 目あたり晒 円を助成 している。

*合 併後4年 が経過 し.市 本部事業等が浸透し、落ち着きが

出てきた。今年度は生涯スポーツ優良団体賞を受賞 した。

*団 員数が減少 している。卓球の団は登録を取り止めた。イ

ンフルエ ンザの影響を考慮し、各事業を中止 した。合併後

数年がたち、各事業がスムーズに実施できるようにな って

きた。今後 、市内学校との協力を強め、さらなる充実を図

っていきたい。

*本 部事業として実施 して いるレクリエー ション大会な ど、

現在、各団で団員20人 はいないと実施できない事業もある

ため、人数に関係なく参加できるよう内容を検討 している。

田r広報誌 にスボ少関連の大会記録等を掲載 してもらい、活

動をPRす る。
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ときがわスケー トス ポーツ少年団

2月13日 に始 まったバ ンクーバ ー冬季 オ リン ピック

で は 、た く さんの 日本人選手 の活躍 が報 じられ 、皆 さ

ん もハラハ ラ ドキ ドキ しなが らも、素 晴 らしい記 録や

演技 を見る と思わ ず、 テ レ ビの前 で拍手 を送 って し ま

った 、なん てこ ともあったの ではな いで しょ うか?

スポー ツ少 年 団 に 所属 してい た選 手 も数 多 く山場

し、 あら ためて ジ ュニア スポーツ の重要性 が感 じ られ

ました=

今号 で紹 介す るのは 、バ ン クーバーオ リンピ ックで

も3つ の メ ダル を獲 得 した、 ス ピー ドス ケー トをメ イ

ン種 目と してい る 「ときがわ スケ ー ト」少年 団で す=

「と き が わス ケ ー ト」 少 年 団 の活 動

「とき がわス ケー ト」少年 団は、埼玉 県内で唯 一 ス

ケー ト競技 で登録 してい る団 です:ホ ー ム.グラウ ン ド

は と きが わ町の町営 一上 サ(か さ)ス ケー ト場 」 です

が、天然 氷の屋 外 ス ケー トリンクの ため 、12月.ド 旬か

ら2月 巾旬 まで しか地 元での 練習 はで きませ ん、 それ

以外 の練 習は、土 ・目曜 日を利 用 して 軽井沢 へ練習 に

出か けた り、 シ ョー トトラ ックの練 習 は平 日の夜 に、

川越 スケー トセ ンター で行わ れ る他団 体 との.合同練習

など に も参加 してい ます、

練習 の中心 は アウ トトラッ クとい う、400Lnの トラ

ック を周回す る、一般 的に言 わ れてい る スビー ドス ケ

ー トです、夏 は 陸上 トレーニ ング やロー ラース ケー ト

など の練習 を 行 ってい ます=ア ウ トトラッ クの大 会 に

は年5回 程度 出場 して い ます=

また、 今年 は ショー トトラッ クの.人会が4月 にある

ため 、3月 の シーズ ン後半 は シ ョー トトラ ックの練 習

をしてい ます,シ ョー トトラ ックの競 技 は タ イムを競

うの でな く、順 位 を競 う競 技 ですが 、公式 大 会での タ

.イム を申請す ることに よ り、級 を取得 す るこ ともで き、

団員 たちの 目標 にもな ってい ます,

もち ろん、競技 以外 の活動 もあ り ます,キ ャ ンフや

川遊 び、 また地 元で行 われて い る氷祭 りへの参 加 など

もしてい ます=

練 習 を取 材 しま した

3月1口 、川越 ス ケー トセ ンターで練習 してい る と

ころへ お邪魔 しました:

迎 え て くれ た のは指導 者の荒 井独行 さん、ご本 人 も

現役 の スケー ト選手 とい うこ とで、が っ しりとした体

(次ページ下段へ続く)
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指導者の荒井先生は現役のスケー ト選手
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将来はオリンピック選手?大 沢 さん
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低い姿勢でのホームの確認

関ロ君(左)と 中島君(右)

町営 「上サ(か さ)ス ケー ト場」

このスケー ト場は、昭和51年 、地元の体育 関係者 やス

ポーツ少年 団の方たちが奉仕作業によって造成等 が行わ

れ、翌年完.成しました。す ぐそ ばを流れる都幾1.1の水 を

ポンプでくみ上 げて水を引き、凍 らせ る天然氷のスケー

トリンクです。小学校の授業にもスケー トの時 間があ り、

この リンクが使われています。
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畿 轟,嵩ギ糞唖 醸 磐 ξ銀態彩毎磯 雛 匁
新年度 にな り、新 しく団員 を迎 えるにあたり、活動場

所、使用道具の專確認 をしましょう。

《活動場所》

・屋外では

サ ッカーゴール 、バ ックネ ッ ト等の設置状況 、ネ ッ

トの確認。小石、ガラス片 、釘等の撒去。活動場所の

周辺(フ ェンス等)な ど隠れた危険個所の チェ ックが

必要です。

・屋内では

使馬道具の保管場所か らの準備 、片付けの確認。卓

球台やネッ ト類の点検。指定された場所以タ＼の立ち入

りのチェックのほ か、床のキズ(さ さ くれの有無)や 、

剣道では竹刀のさ さくれの チェックな ども重要です。

これらの確認は、指導者、母集団、団員が一緒 にな っ

て確認 しま しょう。

《自宅から活動場所までの経路の確認》

通常の活動場所 は通学校が多 いと思われますが 、子供

たちは友達 との 関係から通学路 ではない経路で移動 した

り、自転車を利用する こともあ ると思います。

指導者と母集団でい まいちど経路の確認 をされてはい

かがで しょうか。

《非常時の連絡体制の確立》

値人肩報云々といわれますが、連絡網 をしっか り作 っ

て おくことも大切です。事故が起こった ときのために病

院の確認(診 療科 目、診療ヨ、診療時 閤、移動時間)も

しておきましょう。

*

安全を確認 して、 団員ととも に楽 しい少年団活動 をし

ましょう。

【この季 節 で も熱中 症 にご用 心 】

熱 中症は真夏の炎天下にだけ起 こるもの ではあDま せ

ん。春先、急 に気温が上がって、 まだ体 がなれていない

ときにも起 こります 。とくに、新入団の団員や子供の入

団とともに何年ぶりかにグラウ ン ドに出てきたお父さん

は、注意が必要です。

また、ゴール デンウィークの頃 は紫外線にも注意が必

要 です。試合な どで応援の母集団の皆 さんは、日焼け に

も注意 しましょう。

格で 落ち着 い た雰囲 気 のある方 で した 、

この 目練習 に参加 してい たの は、6年 生 の中島 泰樹

君 と関口樹君 、 そ して4年 生 の大 沢...ヒ海 さんで した 、

4月 に行 われ る シ ョー トトラ ック 大会 のため の練習

で 、他 団体 との合 同棟習の ためか、初 め は3人 と も少

灘 灘 ≒,妾鰻
なっ て しま うそうで す=

リンクに 入る と軽 くウ ォー ミング

ア ップを 行い 、 ホ ー ムの チ ェ ッ ク。

低い 姿 勢 を保 った まま体 重 移動 の練r.

習で すが 、動 き は少 ない もの の とて

も大 変そうに 見え ました、 その あ と、

トラ ックを使 った周 回練 習 を しま し

たが 、その スピー ドは想像 していた ものよ りはるか に

速 く、上体 が上下 しないよ うに保 ち ながら他 の選手 と

の距 離 を.考え 、丁寧 にすべ っ てい ました、

ち ょっ とした ミスで、自分 の スケー ト靴で 自 分の 足

、:.1.1....1...…「 で 答 え て く れ ま し た,ま た 、4年 生

》乾.隠1の 大 沢 さ ん に 「ど う し て ス ケ ー トを

.嘩1..1始め た の?」 と 尋 ね る と 、 一き れ い

で 、 か っ こ い い か ら 」 と い う 答 え が

返 っ て き ま し た=私 も 取 材 へ 行 き 、

実 際 に す べ っ て い る 団 員 の 姿 を 見 た

と き 、 ビ ッ ク リ を 通 り越 して 感 動 し

騨犠 墾 贈物ξ違駕
こ鰹 『灘 跳 蹴 ら)で す・

埼玉 県出 身の スケー ト選 手は 、ア

ルベ ール ビル オ リンピ ックで銅 メ ダル を とった秩 父市

出身の井⊥純 一選手が い ます が、近い将来 、 ときがわ

スケー ト少年 団か ら素 晴 ら しい選手 が生 まれ るか もし

れ ませ んね,

を傷つ けて しまった り、他 の 人にぶつ か って し まった

りす るので周 回練習 中 は、特 に集 中 して 行 って い まし

た、

6年 生 の2人 に 一練習 は楽 しい?」 と聞い てみ る と、

2人 とも 一練習 中は楽 し くない け ど、速 く滑 れるよ う

重 にな る と・ すご く楽 しい!」 と笑顔

窟ず参伽 臨@)し く属瀦一轡 勧ゐ懸鐸韮役
1:財::埼玉県体育協 会キ ャ.ンチフレー ズ
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一肖埼 玉 県 ス ポ ー・ツ 少 年 団 指 導 者 現 地 研 修 会

鬼怒川に 旨'首者280余 名集 う

平成21年 度埼 玉県 スポ ー ツ少年 団指 導者現地 研 修会

が、1月30・31日 、 栃木 県鬼怒川 温 泉で 、県内か ら指

導者280余 名 が参加 して開 催 され ました.

30日14時 、開催 にあたっ て藤沼本 部長か ら工団 員 が

減 少 してい るこ とを くい止 め たい,2:指 導者 は人:勢い

るが認定員 の資格取 得者 が60%程 度なので 、80%程 度

まで 引き上 げ たい.3リ ー ダーの 育成 に力 を入れ たい.

目独 同時交流 を とってみて も、埼玉 県か らの派遣枠 が

6人 ある に もか か わら ず 、1人 とい うので は寂 しい=

£安 全対 策 の強 化 、各 団 で積 極 的 に対 応 してほ しい.

.量体 力の向上 に取 り組 んで ほ しい=δ スポー ツテ ス ト

判定 員の育 成 を行 ってい るの で、積極 的 に参加 し資格

を取 得 してほ しい.〔ご女 性の 団員 および指 導者 を増や

した い.8認 定 員の再 研 修を も っと積 極 的に実 施 した

い、など など、 目標 や希望 を 含めたあ い さつ があ りま

した .

専 門委員 会 か らの報告 の あ と、REGI籔A有 限責 任

事業 組 合代表 谷塚哲 氏 によ る 「事故 や ケガの リス ク

マネ ジメ ン ト」と題 した講演 があ りま した=「 スポ ー

ツと事 故 ・怪 我 」一スポ ーツに内在す る危険」 「指導 者

と安 全配 慮義 務 」一スポ ーツ事故 と法 的責 任」 「保険 に

つい て一 など、 身近 な ことに ついて詳 しい内 容 の講演

で した。

講演 会の後 、種 目 別の分科 会そ して 宴 会場 に場所 を

移 しての情報 交換 会が 行われ ました .

2日 目は、前 日同様 、 谷塚 哲氏の 「事業 の リスクマ

ネジ メ ン ト」 の講 演 があ り ました,団 の 運営 に係 わる
一
マネ ジメン トの重要性 」一クラブ と法 人 」一任意 団体」

一
ク ラブ と契 約」 「事業者 と消 費者 一 一マ ネ ジ メ ン ト」

一個 人情 報
一 一特 定非 営 利 活動 法 人(NPO)」 「非 営利

とは」 「NPO法 人 の税 金」 「税 法34業 種 」一技芸 教授業一
一
その 他 の税 金 」など 、詳 しい話 を伺い 、 有意 義 な2

目間 で した=

平成21年 度 日本スポーツ少年団顕彰

平成21年 度 日本 スポ ー ツ少年 団顕彰 事業 によ る市 町

村本 部の表彰 は次 の団です=指 導 者 につい ては前 号で

お伝 えした とお りです .

●市 町村本部

・L里 町 スポ ーツ少年 団/寄 居町 スポ ーツ少年団(い

ず れ も昭和57年4月 創立)

育成広報委員会からのお知らせ

ス ポ ー ツ少 年 団 実 態 調 査

～ 集計作業を進めています～

昨 年の10月 か ら11月 にか けて 、市 町 村本 部(70本

部)、 単位 団(100団)、 指導 者(500人)、 団 員(小 学

4年 生 以 上1,000人)を 対 象 に した スポ ー ツ少年 団 実

態調 査 を10年 ぶ りに実施 しました.

市 町村本 部 を は じめ該 当 とな った単 位団 、指導 者 、

団 員 の皆 さん にはご協 力 をい ただ きあ りが と うご ざい

ました,

現 在 、育成 広報委 員会 において集 計作業 を行 ってい

ます=今 後 、3月 中にデー タ集計 を終 え、.1月 に10年

前の 調査 結果(デ ー タ)と の 比較 や意 見集約 、5月 に

分析 、考察 などの作業 を順次 進 め 、適宜 、本部 委員会

への 報告 を経 て今年の 秋 には調査結果 の概要 版パ ンフ

レッ トを作成 の うえ、市 町村本部 を は じめ 、指導 者や

単位 団等へ配 布 する と ともに マ スコ ミに も公 表 する予

定 と な ってい ます、

なお、 ア ン ケー ト調 査 では基 本項 目に対す る 回答の

ほか 、団運営 や指導Eの 悩 み 、あ るい は県本部等への

意見 ・提 案 ・要望 など も多数 寄 せ られ てい ます=そ こ

で、集計 作業 の進 捗状況 に合 わせ 、調査 の概要 報告 と

とも に指導者 の皆 さん の関心 の高 い項 目を中心 に情報

誌で 取 り上げ ていきた い と考 えてい ます、

編 集 後 記
団 員 の 減 少 を くい止 め る 対 策 と して は 、教 育 委 員 会 経

出 で 学 校 へ の 働 きか け 、広 報 紙 の 発 行 、 市 町 村 の 行 事 に

参 加 してPRな ど 、 ブ ロ ッ ク本 部 長 会 議 で も 話題 に な りま

した が 、 い ち ば ん 効果 が あ る の は クチ コ ミか も しれ ませ

ん その た め に は魅 力 あ る 団 づ く りを 目指 しま し ょ う

埼 玉 県 スポ ー ツ 少 年 団 事務 局 気 付 一育 成 広 報 委 員 会」

〒33D・OO63さ い た ま市 浦和 区 高砂3・14・1埼 玉 県 自治 会館 内

TEL;048・822-5171FAX:048-822-5174

E・mai1:saitamake11@lapal1・sports.orjp


